
市の部、第2位の好成績を収めました

盛り上がった爆笑ライブ

素晴らしい演奏を披露した陸上自衛隊東部方面音楽隊

防犯の部優勝の河西唯さん交通の部優勝の古川優美さん

　
９
月
15
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
笛
吹
警
察
署
管
内
中
学
生
防
犯
・

交
通
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
笛
吹
警
察
署
管
内
の

５
つ
の
中
学
校
が
参
加
。
各
中
学
校
の

代
表
が
防
犯
の
部
と
交
通
の
部
の
２
部

門
で
弁
論
を
競
い
ま
し
た
。

◇
防
犯
の
部

　
優
勝
　
河
西
　
唯
　
︵
一
宮
中
学
校
２
年
︶

　
準
優
勝

　
雨
宮
さ
や
か
︵
浅
川
中
学
校
２
年
︶

◇
交
通
の
部

　
優
勝
　
古
川
優
美
　
︵
一
宮
中
学
校
２
年
︶

　
準
優
勝

　
鈴
木
加
那
恵
︵
浅
川
中
学
校
３
年
︶

　
９
月
18
日
︵
日
︶
か
ら
25
日
︵
日
︶

に
か
け
て
﹃
第
58
回
山
梨
県
体
育
祭
り

秋
季
大
会
﹄
が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
で
は
２
月
の
冬
季
大
会
及
び

７
月
の
夏
季
大
会
を
併
せ
、
男
子
30
種

目
、
女
子
15
種
目
の
競
技
に
出
場
し
、

市
の
部
で
第
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
位
の
競
技
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
９
月
４
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
笛
吹
市
誕
生
一
周
年
記
念
事
業

﹁
爆
笑
ラ
イ
ブ
２
０
０
５
﹂
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
ラ
イ
ブ
に
は
、
パ
ペ
ッ
ト
・

マ
ペ
ッ
ト
、
エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
、
磁
石
、

ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、
髭
男
爵
の
５
組

が
登
場
。
会
場
に
詰
め
か
け
た
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
の
約
５
０
０
人
が
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
10
月
2
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊

演
奏
会
﹁
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
マ
ー
チ
、
第
２
部
で
は

映
画
音
楽
の
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
方
面
音
楽
隊
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

卓
球
男
子

ラ
イ
フ
ル
射
撃

ボ
ウ
リ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子「石和八幡宮（石和町市部）」

「神明神社（石和町窪中島）」

　
治
承
四
︵
一
一
八
〇
︶
年
８
月
17
日
、

源
頼
朝
は
平
家
打
倒
の
旗
を
揚
げ
、
伊

豆
国
で
挙
兵
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
５

年
の
間
に
源
義
経
の
活
躍
で
知
ら
れ
る

一
の
谷
、
屋
島
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
が
あ

り
、
平
家
は
滅
亡
し
ま
し
た
。
こ
の
源

平
の
争
乱
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

活
躍
し
た
甲
斐
源
氏
の
な
か
に
、﹁
石
和
﹂

を
名
乗
っ
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
武
田

信
義
の
五
男
、
武
田
五
郎
信
光
で
す
。

　
元
暦
︵
一
一
八
五
︶
年
に
頼
朝
は
平

家
討
伐
の
大
将
と
し
て
西
国
に
向
か
っ

て
い
た
弟
・
源
範
頼
に
手
紙
を
送
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
手
紙
に
は
﹁
甲
斐
の
殿

原
の
中
に
は
、
い
さ
わ
殿
、
か
ゞ
み
殿
、

こ
と
に
い
と
を
し
く
申
し
さ
せ
給
ふ
べ

く
候
﹂
と
あ
り
ま
す
。
文
中
の
い
さ
わ

殿
は
信
光
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手

紙
の
内
容
か
ら
、
信
光
は
頼
朝
の
信
頼

を
得
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
当
時
、
武
家
政
権
確
立
を

図
っ
た
頼
朝
や
後
に
政
権
を
握
っ
た
北

条
氏
は
、
た
と
え
源
氏
で
あ
っ
て
も
敵

対
す
る
勢
力
は
削
ご
う
と
し
ま
し
た
。

実
際
、
謀
反
の
疑
い
で
信
光
の
兄
に
あ

た
る
一
条
忠
頼
は
討
た
れ
、
武
田
有
義

は
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
信
光
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

頼
朝
の
信
頼
を
得
て
、
さ
ら
に
鎌
倉
と

の
関
係
を
保
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
治

承
の
争
乱
期
か
ら
そ
の
後
の
武
家
政
権

へ
の
変
動
期
を
巧
み
に
生
き
抜
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
信
光
は
鎌
倉
時
代
か

ら
戦
国
時
代
ま
で
の
数
百
年
に
わ
た
っ

て
甲
斐
を
統
治
し
た
武
田
氏
の
基
盤
を

築
い
た
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
信
光
が
拠
点
と
し
た
場
所
が
﹃
石
和

御
厨
﹄
で
す
。
石
和
御
厨
は
甲
斐
源
氏

結
集
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
治
承
四

︵
一
一
八
〇
︶
年
の
富
士
川
の
合
戦
に

は
こ
こ
か
ら
源
氏
の
精
鋭
が
出
発
し
ま

し
た
。
御
厨
と
は
、
朝
廷
や
神
に
献
ず

る
魚
介
類
を
取
る
人
で
あ
る
贄
人
に
関

係
す
る
施
設
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
本

来
、
宗
教
的
な
意
味
を
も
っ
た
貢
納
物

を
集
め
て
お
く
場
所
で
し
た
が
、
後
に

皇
室
や
神
社
の
所
領
の
こ
と
を
さ
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
石
和
御
厨
に
つ
い

て
は
伊
勢
神
宮
領
で
あ
り
、
甲
斐
国
で

唯
一
確
認
さ
れ
る
御
厨
で
す
。
信
光
の

伝
承
地
の
な
か
に
笛
吹
市
石
和
町
窪
中

島
に
所
在
す
る
神
明
神
社
と
石
和
町
市

部
に
所
在
す
る
石
和
八
幡
宮
が
あ
り
ま

す
。
神
明
神
社
は
伊
勢
神
宮
か
ら
、
石

和
八
幡
宮
は
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
と

も
に
石
和
御
厨
内
に
移
し
祀
ら
れ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
御
厨
に
関
連
す
る
地
名

が
残
っ
て
い
な
い
今
、
そ
の
位
置
を
推

定
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
﹃
神

鳳
鈔
﹄
と
い
う
書
物
に
は
﹁
甲
斐
国
　

石
禾
御
厨
二
百
五
十
町

﹂
と
い
う
記
述
が

あ
り
ま
す
。
１
町
と
は
お
よ
そ
１
０
０

ⅿ
四
方
の
範
囲
で
あ
る
た
め
、
石
和
御

厨
は
約
２
・
５
㎞
四
方
の
広
大
な
範
囲

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

た
め
石
和
御
厨
は
窪
中
島
の
神
明
神
社

を
中
心
に
市
部
を
北
限
と
し
て
四
日
市

場
・
広
瀬
・
唐
柏
付
近
辺
り
に
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の

地
域
に
は
新
開
町
北
遺
跡
、
新
開
町
東

遺
跡
、
観
音
寺
前
遺
跡
な
ど
平
安
時
代

の
遺
跡
が
分
布
し
て
お
り
、
今
後
の
調

査
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
地
域

と
い
え
ま
す
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

い
さ
わ

み
く
り
や

に
え
び
と


